日本人集団主義説の再解釈 : 「利己的協調主義」をもとに by 古家 聡













Reinterpretation of Japanese Collectivism:






















































































































う想定に対して、Markus & Kitayama （1991）をもとに、自己観を解釈の問題としてとらえる
弁証法的アプローチから分析してみたい。Markus & Kitayama （1991）では、西洋の人間は自
己を他者とは独立した存在だと考える「相互独立的自己観」（independent view of self）を持っ
ているのに対し、日本人は他者との関係の中に自己が存在していると考える「相互協調的自己観」















（Markus & Kitayama, 1991に示されている図をもとに作成）
図2　B「相互協調的自己観」
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